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与那国島は東西����､ 南北４��､ 面積約���

で､ 台湾の東方・琉球列島の最西端に位置し､ 沖縄

トラフに近い島である｡ 地質学的には､ 基盤となる

新第三紀に形成された八重山層群の丘陵を取り巻く

ように形成された琉球層群に含まれる隆起サンゴ礁

の段丘が見られる (木崎���	
；沖縄地学会���	�；

町田ほか�����)｡
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宮古島地方・八重山地方には､ ����年に起こった

｢明和の大津波｣ に代表されるような大規模な津波

災害が数回起こったと推定されており､ 津波の際に

運ばれた ｢津波石｣ と呼ばれる巨大な岩塊の存在が

数地点から報告されている｡

また､ 琉球列島には隆起サンゴ礁の台地を持つ島

が多く､ その隆起サンゴ礁の一部が剥離し､ 陸上へ

運搬されている岩塊を見ることが少なくない｡ 今回

は津波で運搬されていないと考えられる岩塊と津波

石を区別して考えていきたい｡
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与那国島周辺を形成する段丘面上には､ 過去八重

山地方を襲った津波以外で運搬されたと考えられる

岩塊が見られ､ 今回の調査地点である南牧場の海岸

(北緯�
°

′､ 東経���°��′標高約４ｍ) には､

元々多数の岩塊が存在 (代表的な岩塊は岩塊�：

高さ�	
��､ 幅�����､ 奥行き�����､ 推定�
ｔ､

岩塊�：高さ
����､ 幅�����､ 奥行き�	���､

推定�
ｔ) している (図１～３)｡

調査対象は､ 初回調査時 (����年) 以前の数年間

に､ 与那国島地方を襲った台風による高波によって

運ばれたと推測される岩塊�を中心にその一帯の

調査を行った (図４)｡

この岩塊�は高さ�����､ 幅�
���､ 奥行き��


��で､ 推定重量は４ｔである｡ この岩塊は､ 満潮

時の海岸線から段丘面上の位置 (直線距離約
��)

まで動いた痕跡があったことと､ 海岸線付近に剥離

された部分が見られ､ 岩塊�の風化面が下になっ
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図１ 調査地を北東より見た状況 (����年春撮影)｡



ていることが確認できたため､ 比較的近年高波によっ

て運搬された岩石であることがわかった｡ この海岸

にある岩塊の中では比較的小さい方に分類される岩

塊�ではあるが､ 人間が運搬するとなると､ クレー

ン等の機械の力に頼らざるを得えない｡

しかし����年後半に再度移動した痕跡を残し､ 高

波によって海中へと運搬されてしまったのか､ 現在

は存在していない (図２､ ４)｡

過去測定された台風による高波のデータでは､ 最

高波高約���､ 波圧は７～���／㎡ (伊志嶺�	�
)

で､ この数値を単純に当てはめることはできないが､

岩塊�でわずか数秒～数十秒､ 岩塊�・�でさえ

数十秒で内陸に運搬されたことになり､ 高波のエネ

ルギーの大きさを感じさせる｡
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与那国島だけではなく琉球列島の島々では､ 台風

によって運ばれた岩塊 (沖縄県立博物館・美術館の

博物館常設展示室内にある岩塊も､ 沖縄島読谷村残

波岬崖下から崖上へ運搬されたものである) や倒壊

してしまったキノコ岩を見ることができる｡ その他

に歴史書である ｢球陽｣ にも台風によって運搬され

た記録があり (球陽研究会
�	
�)､ 台風時の高波

による岩塊の運搬が､ 特殊な事例ではないことがわ

かる｡

与那国島周辺を形成する隆起サンゴ礁段丘には多

くの亀裂が存在しているため､ 今後も高波等による

岩塊の剥離・運搬が起こることが予想される｡ よっ

て与那国島周辺海岸の継続的な観測や調査を行い､

今後の防災・危機管理に生かすべく注意・検討すべ

き地帯であると考えられる｡

ところで､ 空港滑走路の拡張工事や農地開発等に

より､ すでに観察することができなくなってしまっ

た地質構造があった｡ このような､ 開発による消滅

事例は少なくないのだが､ 琉球列島の地誌について

未だ解明できない部分もあるため､ 詳細な研究・検

討ができなくなってしまったことが悔やまれる｡
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沖縄博物館友の会の神谷厚昭副会長には調査に同

行していただき､ ご助言をいただいた｡ また元県立

高等学校教諭の宮城宏之氏には参考文献やご助言を

いただいた｡ この場を借りて御礼申し上げる｡
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図２ 岩塊� (東側面 ����年春撮影)｡ 左奥に岩塊�

が存在していない｡

図３ 岩塊� (南側面 ����年春撮影)｡ 調査地では最大
の岩塊｡

図４ 岩塊�・� (東側面 ����年秋撮影)｡ 手前が岩塊
�､ 左奥が岩塊�｡
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����������. 『沖縄気象歳時記』 ひるぎ社.

�	
�������. 『沖縄の島々をめぐって』 築

地書館.


���������. 『琉球弧の地質誌』 沖縄タイ

ムス社.

����������. 『球陽 (読み下し編』) 角川書

店.
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�		�. 『日本の地形７ 九州・南西諸島』 東京

大学出版会.
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